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「
合
衆
国
に
必
要
な
の
は
宗
教
で
あ
る
！
」

　

や
や
薄
暗
い
部
屋
で
そ
う
語
る
の
は
、福
音
派
の
牧
師
で
は
な
い
。

右
派
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
で
も
な
い
。
当
時
は
ま
だ
大
統
領
候
補
だ

っ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
そ
の
人
だ
。『
神
よ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

を
祝
福
し
た
ま
え
聖
書
』（God Bless the U

SA
 Bible

）
と
称
さ

れ
た
聖
典
を
右
手
に
抱
え
つ
つ
、
合
衆
国
衰
退
の
理
由
の
ひ
と
つ
に

「
宗
教
の
喪
失
」が
あ
る
と
述
べ
、だ
か
ら
こ
そ
各
家
庭
に
こ
の
聖
書

を
備
え
る
べ
き
だ
と
、
２
０
２
４
年
３
月
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た

ビ
デ
オ
の
中
で
淡
々
と
語
る
。

　

こ
の
発
言
は
、
福
音
派
や
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
秋
波
を
送
る

選
挙
時
の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
大
統
領
就
任
後
、
ト
ラ
ン
プ
は
こ
の
言
葉
を
実
行

に
移
し
て
い
く
。
２
０
０
０
年
以
降
、
彼
の
宗
教
的
な
助
言
者
を
長

年
務
め
て
き
た
ポ
ー
ラ
・
ホ
ワ
イ
ト
と
い
う
福
音
派
の
牧
師
を
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
内
に
設
置
し
た
「
信
仰
局
」（Faith O

ffice

）
の
上
級

顧
問
に
招
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
意
志
は
伝
わ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

現
政
権
は
、
宗
教
を
政
治
に
深
く
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
志
向
す
る
宗

教
右
派
勢
力
と
も
、
極
め
て
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て
宗
教
政
策
が
制
度

化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
福
音
派
お
よ
び
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
と

の
関
係
や
そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
。
特
に
、
宗
教
が
単

な
る
価
値
観
や
支
持
基
盤
と
し
て
で
は
な
く
、
国
内
統
治
お
よ
び
外

「
キ
リ
ス
ト
教
的
」連
邦
政
府

─
─
政
治
資
源
と
し
て
の
福
音
派
と
保
守
カ
ト
リ
ッ
ク

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め
る
保
守
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
制
度
化
」。

国
内
統
治
・
外
交
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
宗
教
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

・
政
権
内
の
宗
教
部
局
で
福
音
派
・
保
守
カ
ト
リ
ッ
ク
を
優
遇

・
国
内
で
は
反
Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
文
化
戦
争
で
支
持
基
盤
強
化
を
狙
う

・
宗
教
自
由
の
旗
印
を
外
交
圧
力
と
し
て
も
利
用
す
る

立
教
大
学
教
授

加
藤
喜
之

か
と
う　
よ
し
ゆ
き　
１
９
７
９
年
生
ま
れ
。
２
０
１
３

年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了（Ph.D

.

）。

東
京
基
督
教
大
学
准
教
授
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ク
レ

ア
・
ホ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
客
員
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
福

音
派 

終
末
論
に
引
き
裂
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
』、
共
著

書
に
『
記
憶
と
忘
却
の
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
』
な
ど
。
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交
・
安
全
保
障
政
策
を
正
当
化
す
る
制
度
的
な
資
源
と
し
て
再
編
成

さ
れ
、
政
権
の
国
内
支
持
構
造
の
み
な
ら
ず
、
対
外
政
策
の
形
成
と

国
際
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
及
ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
キ
リ
ス
ト
教
的
な
連
邦
政
府
」
へ
制
度
構
築

　

２
０
２
５
年
２
月
６
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
反
キ
リ
ス
ト
教

的
な
偏
見
を
排
撃
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
大
統
領
令

を
発
し
た
。
司
法
長
官
パ
ム
・
ボ
ン
デ
ィ
を
議
長
に
任
命
し
、
国
務

長
官
を
筆
頭
に
ほ
ぼ
全
て
の
省
の
長
官
を
構
成
員
と
す
る
組
織
だ
。

目
的
は
、
連
邦
政
府
内
部
に
広
ま
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
、
伝
統

的
な
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
批
判
や
攻
撃
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
な
任
務
と
し
て
、
何
よ
り
も
「
前
政
権
下
に
お
け
る
各
省
の
活
動

を
調
査
し
、
違
法
な
反
キ
リ
ス
ト
教
政
策
・
慣
行
・
行
為
を
特
定
す

る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

大
統
領
令
に
よ
る
と
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
攻
撃

し
て
き
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
、
当
時
の
司
法
省
は
反
中
絶
運
動
を

行
う
信
徒
た
ち
を
逮
捕
し
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
連
邦
捜
査
局
）
は
急
進
的
な

伝
統
主
義
を
奉
じ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
ち
を
国
内
テ
ロ
の
脅
威
と

見
な
し
、
教
育
省
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の

活
動
を
制
限
。
さ
ら
に
雇
用
機
会
均
等
委
員
会
や
保
健
福
祉
省
は
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
思
想
を
強
要
し
た
。
ま
た
、
教
会
や
礼
拝
施
設

へ
の
破
壊
行
為
も
増
加
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
は
法
的
に
適

切
な
対
処
が
取
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
糾
弾
し
た
。
こ
う
し
た
不
正
に

対
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
、
キ
リ
ス
ト
教
関
連

組
織
へ
の
違
法
行
為
を
厳
格
に
取
り
締
ま
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

い
う
。

　

大
統
領
令
に
記
さ
れ
た
こ
う
し
た
告
発
の
ど
れ
だ
け
が
事
実
に
基

づ
く
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
意
図

は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ
ー
ク
（
人
種
差
別
や
社
会
的

不
正
義
に
「
目
覚
め
る
」
運
動
）
や
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
・
公
平
性
・

包
括
性
）
を
重
視
す
る
文
化
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
な
い
が
し
ろ
に
し

て
き
た
伝
統
的
な
宗
教
や
家
族
観
を
擁
護
し
、
ま
た
リ
ベ
ラ
ル
に
よ

る
宗
教
弾
圧
を
こ
と
ご
と
く
撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

実
際
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
文
化
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
影
響
力
は

増
し
て
お
り
、
官
僚
組
織
や
大
学
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
機
関
を
通
じ
て

社
会
へ
の
浸
透
を
加
速
さ
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
「
行
き
過
ぎ
た
」

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
制
裁
と
し
て
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
福
音
派
や

保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
間
違

い
な
い
。

　

同
様
に
２
月
７
日
に
は
、
大
統
領
府
内
に
「
信
仰
局
」
を
設
置
す

る
大
統
領
令
を
発
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
信
仰
に
基
づ
く
団
体
、
地

域
組
織
、
な
ら
び
に
礼
拝
施
設
が
、
米
国
の
家
族
の
強
化
、
勤
労
と
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自
立
の
促
進
、
宗
教
的
自
由
の
擁
護
に
向
け
た
努
力
を
行
う
こ
と
を

支
援
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
の
「
家
族
」
は
、
男

性
と
女
性
か
ら
な
る
伝
統
的
な
規
範
を
指
し
、
そ
の
再
確
立
が
文
化

的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
信
仰
局
は
２
０
０
１
年
に
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
設
置
さ
れ

た
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
信
仰
・
地
域
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
局
」
の
流
れ

を
く
む
も
の
で
あ
り
、
オ
バ
マ
政
権
、
バ
イ
デ
ン
政
権
で
も
同
様
の

組
織
は
存
在
し
た
。
本
来
の
目
的
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人
だ
っ
た
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
オ
ラ
ス
キ
ー
が
提

唱
し
た
「
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、

新
自
由
主
義
で
疲
弊
し
た
社
会
保
障
制
度
を
宗
教
団
体
や
組
織
が
補

強
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
下
で
は
、
福
祉
政
策
を
傍
に
追
い
や
り
、
む
し
ろ
布
教
を
行
う
福

音
派
諸
団
体
へ
の
財
政
的
な
優
遇
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

反
省
を
生
か
し
、
オ
バ
マ
政
権
や
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
は
、
ム
ス
リ

ム
を
含
む
多
様
な
宗
教
団
体
を
包
括
し
、
社
会
福
祉
を
促
進
す
る
部

局
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、ト
ラ
ン
プ
政
権
は
他
宗
教
や
福
祉
へ
の
配
慮
を
撤
回
し
、

保
守
的
な
福
音
派
や
カ
ト
リ
ッ
ク
を
中
心
と
し
て
信
仰
局
を
運
営
し

て
い
く
。
上
級
顧
問
の
ポ
ー
ラ
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、
福
音
派
の
中
で
も

カ
リ
ス
マ
派
と
呼
ば
れ
る
超
自
然
的
な
癒
し
や
異
言
を
実
践
す
る
集

団
の
牧
師
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、「
新
使
徒
運
動
」（N

ew
 A
postolic 

Reform
ation

）
と
呼
ば
れ
る
宗
教
運
動
の
指
導
者
の
一
人
で
も
あ

る
。
こ
の
運
動
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
よ
る
米
国
社
会
の
支
配
を
望

む
も
の
で
、
家
庭
、
宗
教
、
教
育
、
メ
デ
ィ
ア
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
・
芸
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
政
府
と
い
う
七
つ
の
社
会
の
領
域
を

信
仰
に
よ
っ
て
席
巻
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

25
年
５
月
１
日
に
出
さ
れ
た
宗
教
自
由
委
員
会
を
設
置
す
る
大
統

領
令
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
統
合
す
る
も
の
だ
。
同
委
員
会
は
信
仰

局
と
国
内
政
策
評
議
会
（D

om
estic Policy Council

）
へ
の
提
言

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
委
員
長
に
は
、
テ
キ
サ
ス
州
副
知
事
の

ダ
ン
・
パ
ト
リ
ッ
ク
が
任
命
さ
れ
た
。
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
保
守
的
な

福
音
派
の
流
れ
に
あ
る
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
教
団
に
属
す
る
。
彼
は
こ

れ
ま
で
も
左
派
に
批
判
的
な
立
場
を
と
り
、
さ
ら
に
、
聖
書
が
米
国

の
法
律
に
影
響
を
与
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
人
物
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会
を
構
成
す
る
12
名
の
委
員
は
、
ポ
ー
ラ
・

ホ
ワ
イ
ト
を
含
め
て
い
ず
れ
も
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
、
福
音
派
、

あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
団
に
所
属
し
て
お
り
、
主
流
派
や
リ
ベ
ラ
ル
な

立
場
の
宗
教
指
導
者
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
大
統
領
令
に
は
「
多
元

的
な
民
主
主
義
を
重
視
す
る
」と
い
う
文
言
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
優
遇
さ
れ
る
の
は
保
守
的
で
、
反
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
な
の
だ

と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
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キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
の
政
権
支
持
構
造
を
強
化

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
や
信
仰
局
、
さ
ら
に
宗
教
自
由
委
員
会
の
設
置

は
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
宗
教
を
統
治
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し

て
制
度
的
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
。
同
時

に
こ
う
し
た
制
度
化
は
、
福
音
派
や
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
っ

た
主
要
な
支
持
基
盤
に
対
す
る
「
政
治
シ
グ
ナ
ル
」
と
し
て
も
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
第
２
期
政
権
発
足
以
降
、
白
人
福
音
派
の
ト
ラ
ン
プ
支
持

は
一
貫
し
て
高
い
。
２
０
２
４
年
11
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
白
人

福
音
派
の
８
割
以
上
が
ト
ラ
ン
プ
に
票
を
投
じ
て
お
り
、
25
年
４
月

に
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
調
査
で
も
、
72
％
が

大
統
領
の
職
務
を
支
持
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お

い
て
も
、
白
人
層
で
は
51
％
が
支
持
を
示
し
て
お
り
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
カ
ト
リ
ッ
ク
（
不
支
持
73
％
）
や
黒
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
不

支
持
85
％
）と
比
較
す
る
と
、相
対
的
に
高
い
評
価
に
な
っ
て
い
る
。

　

政
党
別
に
見
て
も
こ
の
傾
向
は
顕
著
だ
。
共
和
党
支
持
者
の
80
％

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ば
か
り
か
、
70
％
は
白
人
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
だ
。
対
し
て
民
主
党
支
持
者
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
38
％
で
あ

り
、
白
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
30
％
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

今
年
１
月
の
ロ
イ
タ
ー
／
イ
プ
ソ
ス
の
世
論
調
査
を
見
る
と
、
共
和

党
支
持
者
の
95
％
が
ト
ラ
ン
プ
の
仕
事
ぶ
り
を
支
持
し
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
お
り
、
現
政
権
と
白
人
福
音
派
・
白
人
カ
ト
リ
ッ
ク

と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　

福
音
派
や
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
が
特
に
高
く
評
価
し
て
い
る
政

策
の
一
つ
が
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
対
す
る
政
権
の
厳
格
な
対
応
だ
。
調
査
に

よ
れ
ば
、
白
人
福
音
派
の
75
％
が
、
連
邦
政
府
が
Ｄ
Ｅ
Ｉ
方
針
を
撤

廃
し
た
措
置
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
お
り
、
政
府
機
構
の
再
編
に
つ

い
て
も
同
様
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
な
争
点
に
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
が
あ
る
。
23
年
10

月
７
日
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
大
規
模
テ
ロ
以
降
、
こ
の
問
題
は
米
国
社

会
を
分
断
し
て
き
た
。
25
年
３
月
の
ピ
ュ
ー
調
査
で
は
、
福
音
派
の

72
％
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
好
意
的
な
評
価
を
示
し
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
回
答
（
73
％
）
に
次
い
で
高
い
水
準
だ
っ
た
。
他
方
で
、
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
政
権
に
対
す
る
支
持
は
58
％
に
と
ど
ま
り
、
一
定
の
留
保
も
見

ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
他
の
宗
教
集
団
に
比
べ
れ
ば
、
依
然
と
し
て

高
い
数
字
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。

　

福
音
派
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
の
歴
史
は
長
い
。
１
９
４
８
年

の
建
国
当
初
、
米
国
で
は
主
流
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
反
省
と
人
道
主
義
の
観
点
か
ら
支
援
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。

だ
が
、
67
年
の
第
３
次
中
東
戦
争
以
降
、
主
流
派
の
関
与
が
後
退
す

る
に
つ
れ
、
福
音
派
が
支
援
の
主
軸
と
な
っ
て
い
っ
た
。
当
初
は
反
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ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
傾
向
も
あ
っ
た
福
音
派
だ
っ
た
が
、
次
第
に
イ
ス

ラ
エ
ル
と
蜜
月
の
関
係
を
築
く
よ
う
に
な
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
へ
の
入
植
活
動
の
支
援
や
連
邦
政
府
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
米
国

に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
代
弁
者
の
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
。
第
２
期
政
権
の
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
に
、
南
部
バ
プ

テ
ス
ト
教
団
の
元
牧
師
マ
イ
ク
・
ハ
ッ
カ
ビ
ー
が
起
用
さ
れ
た
こ
と

も
、
こ
の
傾
向
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

他
方
で
白
人
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
支
持
は
、
福
音
派
ほ
ど
一
枚
岩

で
は
な
い
。
支
持
は
５
割
を
か
ろ
う
じ
て
越
す
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、内
部
の
思
想
的
な
多
様
性
が
大
き
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

特
に
高
位
聖
職
者
の
間
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
移
民
政
策
に
批
判

的
な
立
場
を
と
る
者
も
少
な
く
な
い
。教
皇
レ
オ
14
世
は
、Ｊ
・
Ｄ
・

ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
に
批
判

し
、
２
０
２
５
年
11
月
４
日
に
は
、
政
権
に
対
し
て
移
民
の
扱
い
の

「
深
い
内
省
」を
求
め
た
ほ
ど
だ
。さ
ら
に
米
国
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

も
、
同
年
の
秋
季
総
会
で
政
権
の
移
民
政
策
を
強
く
批
判
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
内
部
に
は
政
権
と
親
和
的
な
保
守
も
存

在
す
る
。
宗
教
自
由
委
員
会
に
名
を
連
ね
る
ラ
イ
ア
ン
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
や
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ロ
ン
司
教
な
ど
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統

領
や
マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
国
務
長
官
の
よ
う
に
、
政
権
中
枢
に
も
保
守

的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
は
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
司
教
団
の
多
く
は
、

伝
統
的
な
家
族
観
や
中
絶
反
対
政
策
に
つ
い
て
は
政
権
を
評
価
し
て

お
り
、
争
点
ご
と
に
支
持
の
濃
淡
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
現
在

の
米
国
カ
ト
リ
ッ
ク
の
特
徴
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

価
値
外
交
か
宗
教
圧
力
か

　

こ
う
し
た
宗
教
組
織
や
支
持
層
の
あ
り
方
は
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
外
交
政
策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
２
０
２
５
年
５
月
１

日
に
宗
教
自
由
委
員
会
が
発
足
し
た
際
に
、
大
統
領
令
は
「
信
仰
局

が
、
国
際
宗
教
自
由
担
当
大
使
（A

m
bassador at Large for 

International Religious Freedom

）
と
連
携
し
て
世
界
の
宗
教

自
由
を
推
進
す
る
機
会
を
特
定
す
る
」
と
記
し
て
お
り
、
国
内
の
宗

教
問
題
の
み
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
た
だ
し
、
大
統
領

は
こ
の
大
使
に
、
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
教
団
の
元
牧
師
で
元
下
院
議
員

の
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
指
名
し
た
が
上
院
の
承
認
は
得
ら
れ
ず
、

今
年
１
月
に
、
政
権
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
国
務
省
内
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

あ
る「
世
界
宗
教
自
由
に
関
す
る
主
席
顧
問
」（Principal A

dvisor 
for Global Religious Freedom

）
に
任
命
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ

の
役
割
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

　

７
月
の
「
抑
圧
さ
れ
た
諸
国
民
の
週
間
」（Captive N

ations 
W
eek

）
の
声
明
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
宗
教
自
由
委
員
会
、
信

仰
局
、
さ
ら
に
国
務
省
の
国
際
宗
教
自
由
局
（O

ffice of Interna-
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tional Religious Freedom

）
が
協
働
し
て
、
世
界
の
宗
教
自
由

を
擁
護
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
明
言
し
た
。
そ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ

て
い
る
の
は
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る

弾
圧
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
は
25
年
秋
に
地
下
教
会
を
摘
発
し
た

と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
米
国
政
府
関
係
者
は
公
に
批
判
し
て

い
る
。ま
た
、今
年
２
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た
国
家
朝
餐
祈
祷
会
で
、

政
権
は
中
国
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ト
ル
コ
、
キ
ュ
ー
バ

な
ど
で
迫
害
を
受
け
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
６
名
を
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
歓
迎
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
言
動
は
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て
宗

教
が
外
交
戦
略
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
宗
教
自
由
と

い
う
観
点
か
ら
、
政
権
は
中
国
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
国
家
的
な

弾
圧
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ド
ン
ロ
ー
主
義
に
よ
っ
て
関

心
を
強
め
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
圧
力
に
も
な
り
得
る
。ま
た
、

こ
れ
は
信
仰
局
な
ど
政
権
の
組
織
が
公
に
発
表
し
た
こ
と
で
は
な
い

が
、
ポ
ー
ラ
・
ホ
ワ
イ
ト
は
旧
統
一
教
会
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ

て
お
り
、
日
本
の
旧
統
一
教
会
組
織
（
家
庭
連
合
）
の
解
散
（
宗
教

法
人
格
の
剥
奪
）
を
命
じ
た
東
京
地
裁
の
25
年
３
月
の
判
決
に
対
し

て
、
ホ
ワ
イ
ト
が
反
対
の
意
を
表
明
し
た
と
、
旧
統
一
教
会
の
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
「
世
界
日
報
」
は
報
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
お
い
て

宗
教
自
由
は
、
価
値
外
交
の
理
念
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
や
キ
ュ

ー
バ
な
ど
へ
の
政
治
的
圧
力
を
補
強
す
る
戦
略
資
源
と
し
て
機
能
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
外
交
に
と
っ
て
も
分
析
・
対
応
が
急
務

　

本
稿
は
、
宗
教
関
連
の
政
府
機
関
、
支
持
基
盤
、
な
ら
び
に
外
交

組
織
の
分
析
を
通
じ
て
、
保
守
的
な
キ
リ
ス
ト
教
が
第
２
期
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
国
内
統
治
と
対
外
戦
略
の
双
方
を
支
え
る
中
核
的
な
政
治

資
源
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
で
は
、

政
権
と
福
音
派
の
関
係
、
さ
ら
に
は
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
限
定
的
な
議
論
は
存
在
す
る
も
の
の
包
括
的
な
分
析

に
は
ほ
ど
遠
い
。
と
り
わ
け
外
交
に
ま
で
宗
教
が
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
喫
緊
性
は
強
調
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
今
年
１
月
16
日
の
「
宗
教
自
由
の
日
」
に
関
連
し
て
発
布

さ
れ
た
大
統
領
布
告
は
、
信
仰
局
、
宗
教
自
由
委
員
会
、
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
を
同
一
の
政
策
束
と
し
て
位
置
付
け
、
建
国
２
５
０
周
年

（Freedom
 250

）
記
念
事
業
の
文
脈
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
こ
う
し
た
傾
向
が
強
ま
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
統
治
構
造
と
価
値
観
、
さ
ら
に

は
外
交
戦
略
を
理
解
す
る
上
で
は
、
経
済
力
や
軍
事
力
と
並
ん
で
、

宗
教
を
主
要
な
分
析
軸
と
し
て
位
置
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


